
チ
ェ
コ
共
和
国
・
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ

に
お
け
る
産
業
遺
産

︱
︱
旧
東
欧
の
産
業
遺
産
⑵
︱
︱

宮

崎

信

二

本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
に
開
催
さ
れ
た
T
IC
C
IH
2009
の
ポ
ス
ト
・

コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ア
ー
と
し
て
行
な
わ
れ
た


チ
ェ
コ
共
和
国
�︵
C
z
e
c
h

R
e
p
u
b
lic︶
の
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
︵
O
stra
v
a︶
市
に
お
け
る
産
業
遺
産
の

保
存
と
再
利
活
用
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
り
、�
名
城
大
学
経
済
・
経
営
学

会
会
報
N
o
.
42!
の
続
編
を
な
す
も
の
で
あ
る

(１
)

。
一
八
世
紀
、
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
有
時
代
に
発
見
さ
れ
た
豊
富
な
鉱
物
資
源
を

基
盤
に
、
一
九
世
紀
以
降
急
速
に
工
業
化
が
進
ん
だ
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
、

二
〇
世
紀
に
入
り
中
欧
最
大
の
石
炭
・
製
鉄
業
の
産
業
集
積
地
と
し
て
発

展
し
た
。
戦
後
の
社
会
主
義
体
制
下
で
も

黒
い
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
�︵
B
la
c
k

O
stra
v
a︶
や


共
和
国
の
鉄
の
心
臓
�︵
S
te
e
l
h
e
a
rt
o
f
R
e
p
u
b
lic︶

と
呼
ば
れ
た
が
、
一
九
八
九
年
の


ビ
ロ
ー
ド
︵
V
e
lv
e
t︶
革
命
�
の
民

主
化
以
降
に
は
、
石
炭
鉱
床
の
枯
渇
や
国
際
競
争
力
の
低
下
か
ら
急
速
に

衰
退
し
始
め
た
。
こ
う
し
た
石
炭
・
製
鉄
業
の
衰
退
に
対
し
て
オ
ス
ト
ラ

ヴ
ァ
市
当
局
は
、
国
家
機
関
と
連
携
し
て
、
重
工
業
の
産
業
遺
産
が
地
域

社
会
の
文
化
・
経
済
と
深
く
関
わ
る
遺
跡
で
あ
る
と
し
て
国
の
文
化
遺
産

に
登
録
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
産
業
革
命
の

重
大
な
影
響
を
示
す
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
重
要
な
文
化
遺
産
と
し
て
ユ

ネ
ス
コ
︵
U
N
E
S
C
O
︶
世
界
遺
産
登
録
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、
こ
れ
に

よ
っ
て
観
光
業
を
育
成
し
、
都
市
・
地
域
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
︵
景
観
︶

の
再
形
成
︵
re
-sh
a
p
e︶
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

一

チ
ェ
コ
共
和
国
に
お
け
る
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
都
で
あ
り
世
界
遺
産
の
街
で
も
あ
る
ク
ラ
ク
フ
で
、

早
朝
、
私
た
ち
を
出
迎
え
た
の
は
チ
ェ
コ
共
和
国
の


国
家
遺
産
局
�

︵
N
a
tio
n
a
l
H
e
rita
g
e
In
stitu
te︶
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
支
部
の
若
い
女
性

ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
彼
女
の
案
内
で
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
・
シ
レ
ジ
ア

︵
M
o
ra
v
ia
n
-S
ile
sia
n
︶
州
都
で
あ
る
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
へ
と
む
か
っ
た
。

国
家
遺
産
局
は
、
一
九
八
七
年
の
国
家
遺
跡
法
︵
L
o
w

o
f
S
ta
te

M
o
n
u
m
e
n
t︶
に
従
い
、
チ
ェ
コ
共
和
国
文
化
省
の
管
轄
下
に
あ
り
国
家

規
模
で
遺
跡
の
保
存
を
専
門
的
に
調
査
・
研
究
す
る
組
織
と
し
て
、
二
〇
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〇
三
年
に
既
存
の
中
央
組
織
と
地
域
組
織
を
統
合
化
し
て
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
支
部
は
そ
の
一
つ
の
地
方
組
織
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
家
と
し
て
の
正
式
名
称
で
あ
る


チ
ェ
コ
共
和
国
�
は
、

歴
史
的
・
文
化
的
に
み
て
プ
ラ
ハ
を
中
心
と
す
る


チ
ェ
コ
�︵
ボ
ヘ
ミ
ア
︶、

お
よ
び
ブ
ル
ノ
︵
B
rn
o︶
を
中
心
と
し
た


モ
ラ
ヴ
ィ
ア
�
と
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
境
近
く
の


シ
レ
ジ
ア
�
の
三
地
方
か
ら
構
成
さ
れ
る
︵
一
般
に
言

う


チ
ェ
コ
�
は
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
を
指
す
の
で
、
こ
こ
で
は
国
名
と
し
て

は
正
式
名
称


チ
ェ
コ
共
和
国
�
を
使
用
す
る
︶。

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
約
一
〇
ｋ
ｍ
の
距
離
に
あ
り
チ
ェ

コ
共
和
国
の
北
東
部
に
位
置
し
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
・
シ
レ
ジ
ア
州
都
と
し
て
人

口
三
二
万
人
、
チ
ェ
コ
共
和
国
第
三
の
都
市
で
あ
る
︵
地
図
︶。
私
に
と
っ

て
は
な
じ
み
の
薄
い
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
、
一
八
世
紀
に
発
見
さ
れ
た
豊
富

な
鉱
物
資
源
を
基
盤
に
一
九
世
紀
以
降
急
速
に
工
業
化
が
進
み
、
石
炭
・

製
鉄
業
の
重
工
業
に
中
心
に


黒
い
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
�
や


共
和
国
の
鉄

の
心
臓
�
の
愛
称
で
呼
ば
れ
た
チ
ェ
コ
共
和
国
の
み
な
ら
ず
中
欧
で
も
有

数
の
工
業
都
市
で
あ
っ
た
。

今
か
ら
チ
ェ
コ
共
和
国
で
す
�
と
い
う
案

内
ス
タ
ッ
フ
の
簡
単
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
、
日
本
の
県
境

を
過
ぎ
る
よ
う
な
感
覚
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ェ
コ
共
和
国
の
国
境
を
通
過

し
た
。



チ
ェ
コ
共
和
国
�
の
歴
史
も
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
歴
史
で
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
ほ
ど
で
は
な
い
が
、数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国
は
、
地
域
的
に
は
九
世
紀
の
大
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
王

国
に
端
を
発
す
る
が
、
こ
の
国
は
九
世
紀
末
に
は
消
滅
し
た
。
そ
の
後
、

一
〇
世
紀
に
は
チ
ェ
コ
︵
ボ
ヘ
ミ
ア
︶
王
国
が
創
設
さ
れ
、
一
一
世
紀
に

は
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
地
域
も
含
め
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
属
す
る
領
邦
︵
大
公
︶
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と
な
り
、一
三
世
紀
末
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
選
帝
候
の
地
位
を
獲
得
し
た
。

一
四
世
紀
に
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
の
ド
イ
ツ
王
カ
レ
ル
四
世
が
チ
ェ
コ

王
︵
チ
ェ
コ
王
と
し
て
は
カ
レ
ル
一
世
︶
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
神
聖
ロ
ー

マ
帝
国
皇
帝
に
も
即
位
し
て


チ
ェ
コ
王
国
�
は
最
盛
期
を
む
か
え
る
こ

と
と
な
る
。
カ
レ
ル
四
世
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
と
し
て
一
三
五
六

年
に
は


金
印
勅
書
�
を
発
布
︵
一
九
世
紀
初
頭
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
り

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
効
力
を
も
つ
︶
す
る
一
方
、

チ
ェ
コ
の
王
権
を
地
域
的
に
は
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
・
シ
レ
ジ
ア
全
域
を
含
め
た



チ
ェ
コ
王
冠
諸
邦
�︵
形
式
的
に
は
第
一
世
界
大
戦
末
の
一
九
一
八
年

ま
で
存
続
し
、
こ
れ
が
現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国
の
原
形
︶
を
創
設
し
た
。

首
都
プ
ラ
ハ
に
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
拠
点
と
し
て
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
教

会
の
最
高
傑
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
聖
ヴ
ィ
ー
ト
大
聖
堂
が
建
設
さ

れ
、
中
欧
最
古
の
プ
ラ
ハ
大
学
も
創
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
し
い
都
市
建

設
も
進
め
ら
れ
、
一
四
世
紀
当
時
の
プ
ラ
ハ
は
人
口
約
三
～
四
万
人
の
住

む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
有
数
の
学
芸
・
文
化
都
市
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
五
世
紀
の
フ
ス
に
よ
る
教
会
改
革
と


火
刑
台
�

に
端
を
発
す
る


フ
ス
戦
争
�
の
混
乱
の
後
、
一
五
二
六
年
に
は
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
、
形
式
的
に
存
在
し
た


チ
ェ
コ
王
冠
諸

邦
�
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
一
九
一
八
年
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
有
時

代
を
む
か
え
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
後
半
に
は
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
争
い
に
破
れ
、

チ
ェ
コ
王

冠
諸
邦
�
の
う
ち
豊
富
な
資
源
を
有
す
る
シ
レ
ジ
ア
地
方
の
大
半
を
失
っ

た
が
、
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
、
モ
ロ
ヴ
ィ
ア
地
方
で
は
産
業
革
命
が
進
展
し
、

一
九
世
紀
に
は
こ
れ
ら
両
地
域
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

︵
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
︶帝
国
に
お
い
て
重
要
な
経
済
地
域
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
終
了
に
伴
う
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の

崩
壊
に
よ
り
、
一
九
一
八
年
に
は


チ
ェ
コ
王
冠
諸
邦
�
は
独
立
を
宣
言

し
、
同
じ
く
領
有
下
に
あ
っ
た
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
と
合
同
し
、

チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
�
を
創
設
し
た
が
、
一
九
三
八
年
の
ミ
ュ
ヘ
ン
協
定

に
よ
り


チ
ェ
コ
�
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の


保
護
領
�
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
一
九
四
五
年
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
敗
北
後
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
で

選
ば
れ
た
共
産
党
を
第
一
党
と
す
る
連
立
政
府
は
、
独
自
の
社
会
主
義
化

を
目
指
し


チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
社
会
主
義
共
和
国
�
を
樹
立
し
た
が
、

一
九
六
八
年
の


プ
ラ
ハ
の
春
�
と
い
う
自
由
化
運
動
は
ソ
連
軍
を
中
心

と
す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構︵
東
ド
イ
ツ
、ポ
ー
ラ
ン
ド
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
︶
の
三
〇
万
人
も
の
軍
隊
の
進
駐
に
よ
り
制
圧
さ
れ
た
。
し

か
し
、
一
九
八
九
年
の


ビ
ロ
ー
ド
革
命
�
に
よ
っ
て
共
産
党
政
権
は
崩

壊
し
、
九
三
年
に
は
平
和
裡
に
連
邦
解
体
も
な
さ
れ


チ
ェ
コ
共
和
国
�

と


ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
�
に
分
離
・
独
立
し
た
。
さ
ら
に
、
冷
戦
終

結
後
の


ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
回
帰
�
の
流
れ
の
中
で


チ
ェ
コ
共
和
国
�

は
二
〇
〇
四
年
Ｅ
Ｕ
︵
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
︶
に
加
盟
し
た
の
で
あ
る
。

二

�
石
炭
と
鉄
の
街
�
︵
“C
ity
o
f
c
o
a
l
a
n
d
iro
n
”︶
オ

ス
ト
ラ
ヴ
ァ
と
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
境
を
過
ぎ
た
バ
ス
は
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
を
下
り

市
内
の
街
並
み
を
通
り
昼
過
ぎ
、
一
九
六
七
年
に
建
設
さ
れ
た
比
較
的
新

し
い
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
中
央
駅
︵
M
a
in
S
ta
tio
n
︶
に
到
着
し
た
︵
写
真
１
︶

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
が
地
名
と
し
て
登
場
す
る
の
は
一
三
世
紀
の
中
頃
で
あ

る
が
、
一
八
世
紀
初
頭
ま
で
は
人
口
一
〇
〇
〇
人
程
度
の
手
工
業
者
の
町

― 3 ―



で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
後
半
に
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
︱
カ
ル
ヴ
ィ
ナ

炭
田
︵
O
stra
v
a
-K
a
rv
in
á
C
o
a
lfie
ld
︶
が
発
見
さ
れ
て
以
降
、
オ
ス
ト

ラ
ヴ
ァ
は
大
き
く
変
貌
す
る
こ
と
と
な
る
。
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
啓
蒙
君
主
マ
リ
ア
・
テ
レ
ー
ジ
ア
、
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世

の
治
世
下
、
プ
ラ
ハ
を
中
心
と
し
た
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
で
貴
族
の
工
場
制
手

工
業
に
よ
り
繊
維
産
業
・
ガ
ラ
ス
業
・
鉱
業
が
発
展
し
始
め
る
一
方
、
モ

ロ
ヴ
ィ
ア
地
方
で
も
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
炭
鉱
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
の
初
頭
で
は
、
炭
坑
の
規
模
も
小
さ

く
手
工
業
的
な
方
法
に
よ
る
浅
い
採
掘
で
あ
り
、
ま
た
需
要
も
繊
維
産
業

や
金
属
加
工
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
は
フ
ラ

ン
ツ
一
世
お
よ
び
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
の
治
世
下
で


ウ
ィ
ー
ン
会

議
�
を
主
導
し
た
宰
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
時
代
︵
一
八
二
一
年
︱
一
八
四

八
年
︶
を
む
か
え
、
政
治
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旧
秩
序
の
牙
城
と
な
る

と
伴
に
経
済
的
に
は
繊
維
︵
木
綿
︶
と
鉄
︵
銑
鉄
︶
で
工
業
化
＝
機
械
化

が
進
展
し
、
鉄
道
建
設
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
銀
行
家
や
産
業
資
本
家

が
台
頭
し
始
め
た
。
特
に
、
一
八
二
〇
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
業
し
た
サ
ロ

モ
ン
・
マ
イ
ア
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
︵
英
語
読
み
で
ロ
ス
チ
ャ
イ

ル
ド
︶
は
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
に
接
近
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
有
力
な
銀
行
家
と

な
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
大
の
個
人
金
融
業
者
の

一
つ
で
あ
り
、
後
に
世
界
を
動
か
す
金
融
王
国
を
築
く
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

財
閥
は
、
一
八
世
紀
後
半
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
で

あ
る
マ
イ
ア
ー
・
ア
ム
シ
ェ
ル
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
が
営
ん
だ
古
銭
商
・
両

替
商
に
始
ま
る
が
、
一
九
世
紀
の
前
半
に
、
彼
の
五
人
の
息
子
た
ち
は
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
以
外
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
都
市
︵
ロ
ン
ド
ン
、
ウ
ィ
ー

― 4 ―

写真１ オストラヴァの遠景（左上）と市内の風景（左下、右上）および1967

年に建設されたオストラヴァ中央駅（右下）



ン
、
パ
リ
、
ナ
ポ
リ
︶
に
相
次
い
で
移
住
し
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
銀
行
の



支
店
網
�
を
開
業
し
た
の
で
あ
る
(２
)

。︵
余
談
な
が
ら
、
創
業
者
マ
イ
ア
ー

の
次
男
で
あ
る
サ
ロ
モ
ン
が
ウ
ィ
ー
ン
に
移
住
す
る
際
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
法
律
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
市
民
権
を
獲
得
出
来
ず
、
土
地
や
家
屋
を

も
て
な
か
っ
た
の
で
、
当
初
、
ウ
ィ
ー
ン
の
超
一
流
ホ
テ
ル


ロ
ー
マ
皇

帝
ホ
テ
ル
�
に
居
を
定
め
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
巨
大
な
演
奏
会
場
を
も
つ

唯
一
の
ホ
テ
ル
で
か
の
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
も
い
く
ど
も
演
奏
会
を
行
な
っ

た
。
サ
ロ
モ
ン
が
毎
夜
催
し
た
パ
ー
テ
ィ
に
は
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
夫
妻
を
始

め
多
く
の
貴
族
が
招
待
さ
れ
ウ
ィ
ー
ン
の
貴
族
た
ち
に
急
接
近
し
た
。
一

八
二
二
年
に
は
、
彼
を
含
め
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝

の
勅
命
に
よ
り
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
は
破
格
の


男
爵
�
の
地
位
が
与
え
ら

れ
、
一
八
四
二
年
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
権
を
獲
得
し
て
同
ホ
テ
ル
を

買
い
取
と
っ
た
。︶
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
の
親
密
な
関
係
を
背
景
に
サ
ロ
モ

ン
は
、
金
融
取
引
業
を
急
拡
大
し
鉱
山
業
や
鉄
道
業
の
利
権
を
獲
得
し
オ

ス
ト
ラ
ヴ
ァ
と
も
深
い
関
り
を
も
つ
と
伴
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
で
の
土
地

所
有
も
認
め
ら
れ
最
大
の
地
主
の
一
人
と
な
る
の
で
あ
る
。

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
に
話
し
を
戻
す
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
工
業
化
を
背

景
に
、
一
八
二
八
年
に
は
オ
ロ
モ
ウ
ツ
︵
O
lo
m
o
u
c︶
の
大
司
教

︵
A
rc
h
b
ish
o
p
︶
で
あ
る
ル
ド
ル
フ
︵
R
u
d
o
lf︶
の
命
で
、
ウ
ィ
ー
ン
工

科
大
学
教
授
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ー
ペ
ル
︵
R
ie
p
l︶
の
設
計
に
よ
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
最
初
の
パ
ド
ル
炉
で
あ
る
ル
ド
ル
フ
製
鉄
所
︵
R
u
d
o
lf
Iro
n
-

w
o
rk
s、
後
の
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
：
V
íto
v
ic
e
Iro
n
w
o
rk
s︶

が
、オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
村
に
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、

同
年
、
リ
ー
ペ
ル
は
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
炭
田
地
帯
を
経
由

し
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
で
あ
っ
た
シ
レ
ジ
ア
・
ク
ラ
ク
フ
近
郊
の
ビ
エ

リ
チ
ュ
カ
岩
塩
坑
間
の
鉄
道
建
設
を
も
提
案
し
た
。
こ
の
時
、
サ
ロ
モ
ン

は
一
八
三
五
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
＝
ク
ラ
ク
フ
間
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
申

請
書
を
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
に
提
出
し
た
。
こ
の
鉄
道
会
社
は

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
口
添
え
も
あ
り
許
可
さ
れ
、
皇
帝
名
を
戴
く
こ
と
も
認

め
ら
れ
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
︵
F
e
r
d
in
a
n
d

N
o
rth
e
rn
R
a
ilw
a
y
C
o
.︶
と
名
付
け
ら
れ
た
。
同
社
は
、
一
八
三
九
年

に
は
ウ
ィ
ー
ン
＝
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
間
一
四
五
ｋ
ｍ
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
最
も

古
い
鉄
道
路
線
を
建
設
し
、
一
八
四
七
年
に
は
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
近
郊
ま
で

延
長
し
た
の
で
あ
っ
た
。︵
ち
な
み
に
、
同
鉄
道
は
一
八
三
七
年
七
月
に

ウ
ィ
ー
ン
＝
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
間
の
一
部
が
開
通
し
た
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス

で
の
一
八
二
五
年
の
ス
ト
ッ
ク
ト
ー
ン
＝
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
間
鉄
道
、
一
八

三
〇
年
の
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
＝
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
間
鉄
道
よ
り
数
年
お
く
れ

た
も
の
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
最
初
の
鉄
道
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
一
族
で
は
、
一
八
一
一
年
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
移
住
し
銀

行
業
を
開
業
し
パ
リ
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
祖
と
な
る
五
男
ジ
ェ
ー
ム

ズ
が
、
一
八
三
七
年
八
月
に
パ
リ
＝
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
間
、
三
九
年
に

パ
リ
＝
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
間
の
鉄
道
を
開
通
さ
せ
、フ
ラ
ン
ス
で
最
大
の

北

部
鉄
道
�
を
設
立
し
た
。
ま
た
、
一
八
〇
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
ロ
ン

ド
ン
に
移
住
し
ロ
ン
ド
ン
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
祖
と
な
り

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
金
融
市
場
の
支
配
者
�
と
称
せ
ら
れ
た
三
男
ネ
イ
サ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス

で
の
鉄
道
投
資
に
出
遅
れ
た
も
の
の
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
政
府
に
よ
る
鉄
道

建
設
の
資
金
を
引
き
受
け
た
。
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄

道
の
起
業
業
務
に
加
わ
り
、
一
八
三
〇
年
か
ら
五
〇
年
の
鉄
道
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
に
関
わ
る
こ
と
と
な
る
︶。

こ
う
し
て
、
一
八
三
〇
・
四
〇
年
代
に
は
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄

― 5 ―



所
の
操
業
に
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
最
初
の
銑
鉄
生
産
や
精
錬
用
に
石
炭

が
使
用
さ
れ
、
製
鉄
所
向
け
の
燃
料
が
拡
大
し
、
ま
た
鉄
道
ブ
ー
ム
に
よ

り
石
炭
の
需
要
が
拡
大
す
る
と
伴
に
、
炭
鉱
で
も
掘
削
技
術
の
発
展
に
よ

り
坑
道
も
一
二
〇
ｍ
と
深
く
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
オ
ス

ト
ラ
ヴ
ァ
は
石
炭
と
製
鉄
業
を
中
心
と
す
る
工
業
都
市
へ
と
変
貌
し
始
め

た
。
他
方
、
サ
ロ
モ
ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
は
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ノ
ー

ザ
ン
鉄
道
会
社
を
通
し
て
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
有
力
な
炭
鉱
で
あ
る
ミ
ヒ
ァ

エ
ル
炭
鉱
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
炭
鉱
な
ど
の
株
式
を
所
有
し
、
ま
た
一
八

四
三
年
に
は
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
大
株
主
と
な
り
、
さ
ら
に

モ
ラ
ブ
ィ
ア
の
諸
炭
鉱
と
ド
ナ
ウ
川
航
路
を
結
び
つ
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
の

汽
船
会
社
ロ
イ
ド
の
主
要
取
引
銀
行
に
な
り
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ
ス
チ
ャ

イ
ル
ド
財
閥
の
祖
と
な
る
。
こ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
財

閥
は
、
一
八
四
八
年
の
フ
ラ
ン
ス


二
月
革
命
�
の
連
鎖
で
起
き
た
ウ
ィ
ー

ン


三
月
革
命
�
に
よ
り
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
失
脚
と
と
も
に
サ
ロ
モ
ン
が

ウ
ィ
ー
ン
を
逃
亡
す
る
こ
と
で
一
時
危
機
に
瀕
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

三
月
革
命
�
の
さ
中
に
皇
帝
に
即
位
し
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー

ゼ
フ
一
世
時
代
︵
一
八
四
八
年
～
一
九
一
六
年
︶
の
一
八
五
〇
・
六
〇
年

代
に
は
、
産
業
革
命
も
本
格
化
し
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
炭
鉱
は
大
規
模
化

し
製
鉄
所
も
新
た
に
設
立
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
労
働
者
住
宅
、
工
場
学
校
、

診
療
所
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
に
よ
り


工
業
町
︵
In
d
u
stria
l
to
w
n
︶�

が
形
成
さ
れ
始
め
た
。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
人
口
は
一
八
三
〇
年
の
二
〇
〇

〇
人
か
ら
一
八
八
〇
年
に
は
一
万
三
〇
〇
〇
人
に
増
加
し
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
で
も
炭
鉱
・
製
鉄
業
が
集
積
す
る
有
数
の
鉱
工
業

都
市
の
一
つ
と
な
っ
た
。
他
方
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家

で
も
、
家
長
と
な
っ
た
息
子
ア
ン
ゼ
ル
ム
︵
A
n
se
lm
︶
が
銀
行
の
建
て
直

し
を
図
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
お
け
る
最
大
の
銀
行

へ
と
発
展
し
、
そ
の
息
子
の
ア
ル
ベ
ル
ト
に
引
き
継
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
財
閥
は
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
や
傘
下
の
鉱
山
を

統
合
し
た


ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
鉱
山
・
製
鉄
会
社
︵
V
íto
v
ic
e

M
im
in
g
a
n
d
Iro
n
C
o
m
p
a
n
y
;
V
H
H
T
︶�
を
設
立
︵
一
八
七
三
年
︶

し
、
ま
た
、
グ
ー
ト
マ
ン
︵
G
u
tm
a
n
n
︶
家
な
ど
の
ウ
ィ
ー
ン
の
銀
行
家

も
大
規
模
炭
坑
の
統
合
や
小
規
模
炭
坑
の
買
収
な
ど
を
進
め
、
オ
ス
ト
ラ

ヴ
ァ
で
は
少
数
の
大
規
模
な
鉱
山
会
社
グ
ル
ー
プ
へ
の
集
中
が
進
ん
だ
。

こ
う
し
た
炭
鉱
会
社
の
大
規
模
化
と
と
も
に
建
物
の
改
築
が
進
め
ら

れ
、
炭
鉱
で
も
技
術
的
に
は
馬
に
よ
る
坑
内
搬
送
や
蒸
気
機
関
に
よ
る
送

風
装
置
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
送
風
や
巻
き
上
げ
の
電
化
が
図
ら
れ
た
。
ま

た
、
製
鉄
業
で
も
ベ
ッ
セ
マ
ー
法
や
ト
ー
マ
ス
転
炉
な
ど
の
新
た
な
技
術

が
導
入
さ
れ
急
速
に
大
規
模
化
し
た
。
さ
ら
に
、
炭
鉱
・
製
鉄
業
の
大
規

模
化
に
伴
い
、
一
八
七
〇
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
か
け
て
ヴ
ィ
ー
ト

コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
は
既
存
の
労
働
者
住
宅
か
ら
離
れ
た
地
域
に
労
働
者

住
宅
、
学
校
、
病
院
、
教
会
、
商
店
、
体
育
館
、
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
、

イ
ン
ド
ア
プ
ー
ル
な
ど
か
ら
な
る
新
た
な


工
業
町
�
で
あ
る


ニ
ュ
ー
・

ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
�
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
オ
ス
ト
ラ

ヴ
ァ
は
、
中
欧
最
大
の
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
を
中
心
と
し
た
炭

鉱
・
製
鉄
業
の
産
業
集
積
を
基
盤
に
市
民
生
活
や
文
化
が
育
ま
れ
る
と
い

う


石
炭
と
鉄
の
街
�
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
︵
景
観
︶
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
末
の
一
九
一
八
年
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
崩
壊
し
、
新
た
に


チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
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ア
共
和
国
�
が
誕
生
し
た
。
一
九
二
四
年
に
は
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
七
町
・

村
を
合
併
し
、
現
在
の


大
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
�
と
な
り
、
人
口
も
一
〇
万

人
を
越
し
、
石
炭
と
製
鉄
業
の
産
業
集
積
地
の
み
な
ら
ず
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
・

シ
レ
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
行
政
、
文
化
の
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
三
八
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
に
よ
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

の


保
護
領
�
下
で
ド
イ
ツ
軍
は
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
を
占
領

し
、
ま
た
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
軍
需
産
業
の
た
め
の
製
鉄
の
街
で
も
あ
っ

た
た
め
に
、
度
重
な
る
空
爆
に
よ
っ
て
甚
大
な
損
害
を
被
っ
た
。
こ
の
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
の
際
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
一
族
は
難
を
逃
れ
て
亡
命
し
た
が
、
家
長
の
ル
イ
ス
は
あ

た
か
も
映
画
の
一
シ
ー
ン
を
み
る
よ
う
に
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
の
脱
出
直
前
に

空
港
で
拘
束
さ
れ
た
。
し
か
し
、
逮
捕
さ
れ
た
ル
イ
ス
も
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
と
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
買
収
契
約︵
同
製
鉄
所
の
株
式
は
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
前
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
子
会
社
へ
移
さ
れ

英
国
の
所
有
権
に
属
し
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
も
接
収
出
来
な
か
っ
た
。
こ

の
買
収
契
約
は
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
︶
と
い
う
保
釈

条
件
に
よ
り
一
年
後
に
ス
イ
ス
に
脱
出
し
た
が
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
共
和
国
�
全
体
で
は
約
二
七
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
強
制
収
容
所
︵
絶
滅

収
容
所
︶
の
犠
牲
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
一
八
二
〇
年
の

サ
ロ
モ
ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
の
ウ
ィ
ー
ン
移
住
に
始
ま
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
そ
の
息
子
で
あ
る
ア
ン

ゼ
ル
ム
時
代
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
で
最
大
の
銀
行
と

な
っ
た
。
し
か
し
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン

ガ
リ
ー
帝
国
の
崩
壊
と
と
も
に
凋
落
し
始
め
、
一
九
三
八
年
の
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
・

チ
ェ
コ
保
護
領
�
化
に
よ
り
家
長
の
ル

イ
ス
の
ス
イ
ス
亡
命
で
、
事
実
上
、
消
滅
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ロ
ス
チ
ャ

イ
ル
ド
家
と
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
と
の
関
係
も
消
え
去
る
こ
と
と
な
る
。

三

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
産
業
遺
産
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

の
再
形
成

第
二
次
世
界
大
戦
後
の


チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
社
会
主
義
共
和
国
�

の
誕
生
に
よ
り
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
︱
カ
ル
ヴ
ィ
ナ
炭
田
に
存
在
し
て
い
た

六
鉱
山
会
社
は
国
営
化
さ
れ
、
政
府
所
有
の
国
有
会
社
︵
O
stra
v
sk
o
-

K
a
rv
in
sk
é
K
a
m
e
n
o
u
h
e
ln
é
d
o
ly
︶
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
国
営
企

業
集
団
に
は
、
三
二
鉱
山
と
九
コ
ー
ク
ス
工
場
、
一
〇
石
炭
発
電
所
、

ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
等
の
二
製
鉄
所
や
他
の
産
業
会
社
が
含
ま

れ
た
︵
こ
の
国
有
化
の
後
、
一
九
五
三
年
の
英
国
と
チ
ェ
コ
人
民
政
府
の

通
商
協
定
に
よ
り
英
国
国
民
の
資
産
の
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
、
ロ
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
に
対
す
る
賠
償
請
求
に

対
し
社
会
主
義
政
権
は
巨
額
の
賠
償
金
を
同
家
に
支
払
っ
た
︶。

こ
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
社
会
主
義
政
権
に
よ
る
計
画
経
済
の
下

で
炭
鉱
生
産
が
行
な
わ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
は
炭
鉱
の
深
さ
は
平
均

四
〇
〇
︱
七
〇
〇
ｍ
に
達
し
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
五
年
に
は
年
間

生
産
は
平
均
二
三
〇
〇
万
ト
ン
と
な
り
、
一
九
六
三
年
に
は
戦
前
の
最
盛

期
の
水
準
ま
で
に
達
し
た
。
ま
た
、
鉄
鋼
生
産
も
活
発
に
行
な
わ
れ
、
オ

ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は


共
和
国
の
鉄
の
心
臓
�
と
呼
ば
れ
、
人
口
も
二
三
万
人

を
超
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
石
炭
鉱
床
は
次
第

に
枯
渇
し
始
め
る
と
と
も
に
石
油
資
源
へ
の
代
替
も
加
わ
り
、
一
九
七
〇
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年
代
後
半
か
ら
一
九
八
九
年
に
か
け
て
石
炭
生
産
は
減
少
し
始
め
た
。
し

か
し
、
長
年
に
わ
た
る
重
工
業
化
に
よ
っ
て
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の


石
炭

と
鉄
の
街
�
と
し
て
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
︵
景
観
︶
と
環
境
は
、
深
刻
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
八
九
年
の


ビ
ロ
ー
ド
革
命
�
に
よ
る
社
会
主
義
政
権
の
崩
壊
後
、

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
大
き
く
変
化
し
た
。
国
有
会
社
︵
O
stra
v
sk
o
-K
a
r-

v
in
sk
é
K
a
m
e
n
o
u
h
e
ln
é
d
o
ly
︶
の
政
府
所
有
は
終
わ
り
、
民
営
化
さ

れ
新
た
に
株
式
会
社
︵
O
stra
v
sk
o
-K
a
rv
in
sk
é
d
o
ly
;
O
K
D
︶
が
設

立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
に
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
市
内
の
石

炭
は
枯
渇
し
、
Ｏ
Ｋ
Ｄ
の
炭
鉱
は
一
九
九
四
年
ま
で
ほ
ぼ
閉
鎖
さ
れ
、
現

在
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ナ
地
区
で
の
五
炭
鉱
が
操
業
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。
ま

た
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
景
観
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
ヴ
ィ
ー
ト
コ

ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
大
部
分
は
、
一
九
九
八
年
に
一
部
を
残
し
て
ほ
と
ん

ど
が
閉
鎖
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
は
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
マ
シ
ー
ン
・

グ
ル
ー
プ
に
再
編
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
オ
ス
ト
ラ
ブ
ァ
に
お
け
る
炭
鉱
や
製
鉄
所
で
の
操
業
停
止
と

そ
れ
に
伴
う
鉱
工
業
や
都
市
・
地
域
社
会
の
衰
退
に
対
し
、
市
当
局
は
国

家
機
関
と
連
携
し
、
鉱
工
業
が
地
域
社
会
の
発
展
に
果
た
し
た
原
動
力
の

歴
史
的
な
役
割
を
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
新
た
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
再
形

成
に
役
立
て
る
こ
と
を
計
画
し
始
め
た
。
一
九
世
紀
か
ら
の
オ
ス
ト
ラ

ヴ
ァ
に
お
け
る
工
業
化
の
歴
史
は
、
リ
ー
ペ
ル
や
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
な

ど
歴
史
上
の
人
物
お
よ
び
炭
鉱
や
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
な
ど
に

関
連
す
る
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
産
業
革
命
の
重
要
な
影
響

を
示
す
普
遍
的
な
価
値
を
有
す
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
か

ら
の
炭
鉱
遺
産
の
多
く
が
、

文
化
遺
産
�︵
C
u
ltu
ra
l
H
e
rita
g
e
S
ite︶

に
登
録
さ
れ
、
ま
た
、
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
炭
鉱
・
製
鉄
の

複
合
体
︵
c
o
m
p
le
x
︶
は
技
術
的
・
産
業
的
遺
産
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年

に


国
家
文
化
遺
産
�︵
N
a
tio
n
a
l
C
u
ltu
ra
l
H
e
rita
g
e
S
ite︶
に
登
録

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
市
当
局
は
、
国
家
遺
産
局

と
協
力
し
て
主
要
な
炭
鉱
遺
産
や
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
跡
な
ど

が
、
顕
著
で
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
技
術
的
・
産
業
的
遺
産
と
し
て
世
界

遺
産
登
録
へ
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
産
業
遺
産
の
保
存
さ
ら
に
は
世
界
遺
産

登
録
活
動
を
進
め
て
い
る
国
家
遺
産
局
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
支
部
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
案
内
で
、
九
月
八
日
︵
火
︶
は
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
炭
鉱
関
連

の
産
業
遺
産

⑴
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
の
鉱
山
鉄

道
︵
M
in
in
g
R
a
ilw
a
y
︶
お
よ
び
⑵
炭
鉱
遺
産
１
．
ミ
ヒ
ァ
エ
ル

︵
M
ic
h
a
l︶
炭
鉱
、
２
．
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
︵
A
le
x
a
n
d
r︶
炭
鉱
、
３
．

ア
ン
ゼ
ル
ム
︵
A
n
se
lm
︶
炭
鉱
／
博
物
館
を
、
九
月
九
日
︵
水
︶
は
、
⑴

ハ
ル
ビ
ナ
︵
H
u
lb
in
a︶
炭
鉱
／
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
複
合

体
︵
C
o
m
p
le
x
︶
⑵


ニ
ュ
ー
・
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
�
の


工
業
町
�

と
⑶
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
ス
ヴ
ィ
ノ
フ
︵
S
v
in
o
v
︶
駅
を
見
学
し
た
。

四

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
炭
鉱
遺
産
の
保
存
・
再
利
活
用

九
月
八
日
︵
火
︶
の
昼
過
ぎ
に
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
中
央
駅
︵
M
a
in
S
ta
-

tio
n
︶
に
到
着
し
た
私
た
ち
は
、
ノ
ー
ザ
ン
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
鉄
道

会
社
の
鉱
山
鉄
道
︵
M
in
in
g
R
a
ilw
a
y
︶
に
乗
り
換
え
た
。

⑴
鉱
山
鉄
道
：
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
財
閥
が
設
立
し
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
は
、一
九
〇
六
年
に
国
営
化
さ
れ
る
ま
で
オ
ー
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ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
内
に
一
三
〇
〇
ｋ
ｍ
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
保
有
す
る
と
伴
に
一
八
五
五
年
か
ら
ミ
ヒ
ァ
エ
ル
炭
鉱
・
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
炭
鉱
等
を
所
有
し
た
。
一
八
四
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
＝
ク
ラ
ク
フ
間

を
開
通
さ
せ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
は
オ
ス
ト
ラ

ヴ
ァ
近
郊
ま
で
延
長
さ
れ
た
が
、
一
八
六
〇
年
代
に
は
主
要
な
炭
鉱
と
の

間
で
石
炭
や
コ
ー
ク
ス
を
輸
送
す
る
鉱
山
鉄
道
を
運
営
し
、
さ
ら
に
一
八

七
〇
年
に
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
と
主
要
な
炭
鉱
の
間
で
も
石
炭

や
コ
ー
ク
ス
の
運
搬
用
に
路
線
を
拡
張
し
た
の
で
あ
る
。

国
家
遺
産
局
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
支
部
が
、
T
IC
C
H
視
察
の
た
め
に
特
別

に
用
意
し
た
専
用
列
車
に
乗
っ
た
私
た
ち
は
、
ミ
ヒ
ァ
エ
ル
炭
鉱
ま
で
約

三
〇
分
の
蒸
気
機
関
車
の
旅
を
楽
し
ん
だ
。
当
日
の
蒸
気
機
関
車
は
、
一

九
二
一
年
か
ら
一
九
四
六
年
の
間
に
二
三
一
機
生
産
さ
れ
た
チ
ェ
コ
製
蒸

気
機
関
を
装
備
し
た
一
九
二
四
年
に
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八

二
年
に
は
現
役
を
引
退
し
た
が
、
修
理
の
後
に
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
し
て

保
存
・
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︵
写
真
２
︶。
も
ち
ろ
ん
、
人
を
運

ぶ
た
め
で
は
な
く
、
石
炭
を
運
搬
す
る
鉱
山
鉄
道
で
あ
り
特
別
仕
立
て
の

客
車
も
鉱
山
鉄
道
時
代
の
も
の
が
使
用
さ
れ
乗
心
地
も
よ
く
な
い
が
、

め
っ
た
に
乗
れ
な
い
鉱
山
鉄
道
の
雰
囲
気
を
満
喫
し
た
。
日
本
で
は
、
蒸

気
機
関
車
に
は
、
小
学
生
の
時
に
一
度
大
阪
か
ら
奈
良
ま
で
現
役
時
代
の

列
車
に
乗
車
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
T
IC
C
H
2009
の
学
会
で

は
、
ド
イ
ツ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
も
含
め
三
度
も
蒸
気
機
関
車
に
乗
る
こ
と

が
で
き
た
。
蒸
気
機
関
車
だ
と
、
大
人
は
童
心
に
か
え
り
は
し
ゃ
ぎ
、
沿

線
の
人
々
は
手
を
休
め
物
珍
し
げ
に
見
物
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
や
欧
州
で

は
、
蒸
気
機
関
車
の
保
存
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
日
本
で
も
も
っ
と
気

軽
に
蒸
気
機
関
車
の
旅
が
楽
し
め
た
ら
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
私
た
ち
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の
鉱
山
列
車
は
ミ
ヒ
ァ
エ
ル
炭
鉱
に
到
着
。
伝
統
的
な
鉱
夫
衣
装
に
正
装

し
た
案
内
人
の
出
迎
え
を
受
け
た
が
、
そ
の
姿
に
は
ド
イ
ツ
や
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
同
様
に
炭
鉱
労
働
者
の
威
厳
と
誇
り
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ

た
。︵
写
真
３
︶

⑵
炭
鉱
の
産
業
遺
産

１
．
ミ
ヒ
ァ
エ
ル
炭
鉱
、
２
．
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
炭
鉱
、
３
．
ア
ン
ゼ
ル
ム
炭
鉱
／
博
物
館

１
．
ミ
ヒ
ァ
エ
ル
炭
鉱
：
一
八
四
三
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
営
鉱

山
と
し
て
操
業
を
始
め
た
ミ
ヒ
ァ
エ
ル
炭
鉱
は
︵
あ
る
市
会
議
員
の
名
前

に
ち
な
む
︶、
そ
の
後
一
八
五
六
年
に
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ノ
ー
ザ
ン

鉄
道
会
社
の
所
有
と
な
り
、
鉱
山
鉄
道
と
結
ば
れ
る
重
要
な
鉱
山
の
一
つ

と
な
っ
た
。
オ
ス
ト
ラ
ブ
ァ
炭
田
で
の
大
規
模
鉱
山
の
典
型
で
あ
り
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
国
有
化
を
経
て
、
一
九
九
三
年
に
閉
山
さ
れ

た
。
そ
の
後
チ
ェ
コ
共
和
国
文
化
省
に
引
き
継
が
れ
、一
九
九
五
年
に

国

家
文
化
遺
産
�
に
登
録
さ
れ
た
。
同
炭
鉱
に
は
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
五

年
に
地
上
部
の
建
築
物
が
建
て
直
さ
れ
、
装
置
や
設
備
も
近
代
化
、
電
化

さ
れ
た
。
一
九
一
二
年
に
は
ジ
ー
メ
ン
ス
＝
シ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
製
の
電
気
式

巻
き
上
げ
機
や
変
換
器
︵
c
o
n
v
e
rte
r︶、
ピ
ス
ト
ン
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

︵
c
o
m
p
re
sso
r︶
が
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
蒸
気
機
関
の
動
力
か

ら
電
気
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
な
変
化
を
示
す
文
化
的
遺
産
と
し
て
意

義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
一
九
一
一
年
に
有
名
な
建
築

家
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
ク
・
フ
ィ
ー
ラ
ー
︵
F
ra
n
tise
k
F
ira
le︶
の
設
計
に
よ

り
建
築
さ
れ
た
組
合
室
、
浴
室
、
更
衣
室
、
カ
ン
テ
ラ
庫
を
含
む
管
理
本

部
、
堅
坑
櫓
、
さ
ら
に
は
機
械
室
や
ポ
イ
ラ
ー
室
は
、
一
九
二
七
年
に
改

修
が
な
さ
れ
た
が
、
機
械
・
設
備
を
含
め
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
姿
の
ま
ま
保
存

さ
れ
て
お
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
近
代
建
築
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
と
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写真３ 出迎えの正装した鉱山労働者（左、上）と堅坑櫓（左、下）、

ミヒァエル炭鉱遺産の入口（右、上）と管理本部（右、下）



な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
担
当
職
員
の
案
内
で
天
井
か
ら
吊
り
下
げ
ら

れ
た
チ
ェ
ー
ン
式
リ
フ
ト
の
更
衣
シ
ス
テ
ム
、浴
室
や
カ
ン
テ
ラ
道
具
室
、

当
時
の
労
働
の
様
子
な
ど
の
絵
画
、
さ
ら
に
は
機
械
室
に
保
存
さ
れ
て
い

る
一
九
一
二
年
の
ジ
ー
メ
ン
ス
＝
シ
ュ
ッ
ケ
ル
ト
製
の
電
気
巻
き
上
げ
機

等
を
見
学
し
た
︵
写
真
４
︶。
ミ
ヒ
ァ
エ
ル
炭
鉱
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
一

般
公
開
さ
れ
、
二
時
間
の
見
学
コ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
少
し
専
門
的
な
部

分
も
あ
る
も
の
の
、
二
〇
世
紀
前
半
の
炭
鉱
の
建
築
物
、
機
械
、
機
器
・

道
具
、
さ
ら
に
炭
鉱
の
労
働
や
環
境
を
知
る
上
で
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。２

．
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
炭
鉱
：
一
八
九
六
年
に
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・

ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
が
開
発
し
、
同
社
の
社
長
名
が
付
け
ら
れ
た
炭
鉱
で

あ
る
。
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
〇
一
年
に
か
け
て
建
造
さ
れ
た
堅
坑
櫓
や

エ
ン
ジ
ン
室
な
ど
の
建
築
物
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、

名
誉
の
宮
殿
�︵
c
o
u
rt

o
f
h
o
n
o
u
r︶
と
い
う
バ
ロ
ッ
ク
風
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
炭
鉱
建
築
に
応
用

し
た
も
の
で
あ
り
、
中
央
部
に
空
間
を
設
け
両
端
に
美
し
い
煙
突
と
ボ
イ

ラ
ー
室
を
配
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
炭
鉱
は
、
最
終
的
に
一
一
二
〇
ｍ

の
深
さ
に
達
し
、
一
九
九
二
年
に
閉
山
し
た
後
、

文
化
遺
産
�
登
録
さ
れ

た
。
現
在
、
修
復
計
画
が
進
め
ら
れ
、
保
存
の
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
資

材
や
部
品
を
使
っ
て
の
修
復
計
画
が
、
模
型
で
熱
心
に
解
説
さ
れ
た
が
、

建
築
物
の
痛
み
が
激
し
く
、
荒
れ
果
て
た
炭
鉱
の
も
の
悲
し
げ
な
雰
囲
気

を
感
じ
た
︵
写
真
５
︶。
T
IC
C
IH
の
視
察
と
い
う
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
カ

メ
ラ
も
熱
心
に
取
材
に
き
て
い
た
。

そ
の
後
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
が
一
九
一
一
年

に
開
設
し
た
美
し
い
建
築
物
で
あ
り
、

文
化
遺
産
�
登
録
さ
れ
て
い
る
ヴ

ラ
ヴ
ィ
ッ
ツ
︵
V
rb
ic
e︶
炭
鉱
を
訪
問
し
、
建
物
内
部
に
保
存
さ
れ
て
い
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写真４ ミヒァエル炭鉱に保存されている1912年のジーメンスの電気巻き

上げ機（左上）､組合室内のチーン式更衣システム（左下）、カンテ

ラ置き場（右上）、労働現場の絵画（右下）
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写真６ ヴラヴィッツの美しい建築物（左）と堅坑櫓（右上）、保存されている

1916年から使用されている AEG Unionの電気巻き上げ機（右下）

写真５ アレクサンダー炭鉱の美しい堅坑櫓と煙突（左）、模型による修復計画の

説明（右上）と痛みの激しい建築物（右下）



る
一
九
一
六
年
か
ら
使
用
さ
れ
た
A
E
G
U
n
io
n
の
電
気
巻
き
上
げ
機
を

見
学
し
た
︵
写
真
６
︶、
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
動
態
保
存
の
模

擬
運
転
は
な
く
、
ア
ン
ゼ
ル
ム
炭
鉱
／
博
物
館
へ
と
む
か
っ
た
。

３
．
ア
ン
ゼ
ル
ム
炭
鉱
／
博
物
館
：
ア
ン
ゼ
ル
ム
炭
鉱
は
、
一
八
三

五
年
に
オ
ロ
モ
ウ
ツ
の
大
司
教
が
所
有
す
る
会
社
に
よ
り
採
掘
が
始
ま
っ

た
が
、
一
八
四
三
年
に
サ
ロ
モ
ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
が
買
収
し
、
彼
の
息

子
ア
ン
ゼ
ル
ム
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
。
一
八
五
〇
年
代
に
は
同
炭
鉱

は
、
他
の
炭
鉱
を
買
収
し
、
一
八
八
〇
年
代
に
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・

ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
と
も
一
・
五
ｋ
ｍ
の
空
中
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ば
れ
る
輸

送
ル
ー
ト
を
確
保
し
た
。
さ
ら
に
一
八
九
四
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
財
閥
傘
下
の


ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
鉱
山
・
製
鉄
会
社
�

︵
V
H
H
T
︶
の
一
部
に
く
み
こ
ま
れ
た
。
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
一
五
年

に
か
け
て
現
在
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
建
直
さ
れ
た
同
鉱
山
に
は
、
一
九
〇
六

年
か
ら
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
室
、
一
九
一
二
年
の
ボ
イ
ラ
ー
室
や
機
械
室
、

堅
坑
櫓
や
管
理
事
務
所
な
ど
、
二
〇
世
紀
初
頭
当
時
の
姿
の
ま
ま
の
レ
ン

ガ
づ
く
り
美
し
い
建
築
物
群
が
保
存
さ
れ
て
い
る
︵
写
真
７
︶。
一
九
九

二
年
に
閉
山
と
と
も
に
、
一
九
九
三
年
に
は
Ｏ
Ｋ
Ｄ
の
鉱
山
博
物
館
と
し

て
一
般
公
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︵
二
〇
一
〇
年
六
月
か
ら
、
ヴ
ィ
ー

ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
・
マ
シ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
︶。

私
た
ち
は
、
一
九
一
八
年
の
機
械
工
場
の
一
部
を
利
用
し
た
博
物
館
に

入
場
す
る
や
、
暗
い
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
れ
は
炭
鉱
災
害
の
救
助
活

動
で
亡
く
な
っ
た
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
の
た
め
の
慰
安
室
で
あ
り
、
次
の
部

屋
に
は
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
装
備
と
救
助
器
具
が
展
示
さ
れ
て
い
た
︵
写
真

８
︶。
ガ
イ
ド
が
熱
心
に
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
訓
練
ル
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
を
勧
め
て
く
れ
た
が
、
見
学
者
は
視
察
の
疲
れ
か
あ
る
い
は
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写真７ 20世紀初頭のアンゼルム炭鉱の堅坑櫓と建築物（左、上下）、地下坑

道の見学コース（右、上下）



炭
鉱
の
技
術
や
機
械
あ
る
い
は
建
築
に
興
味
を
持
つ
彼
ら
の
思
惑
と
違
っ

た
の
か
、
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
、
ガ
イ
ド
役
は
ち
ょ
っ
と

寂
し
そ
う
で
あ
っ
た
︵
一
般
見
学
コ
ー
ス
で
は
訓
練
の
体
験
が
可
能
で
あ

る
︶。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
の
落
盤
事
故
の
た
め
に
生
き
埋
め
に
な
っ

た
三
三
人
が
奇
跡
の
生
還
を
果
た
し
た
チ
リ
の
サ
ン
ホ
セ
鉱
山
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
鉱
山
労
働
は
常
に
生
死
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
り
、
鉱
山
の
歴

史
は
事
故
や
災
害
の
歴
史
で
も
あ
り
、
今
に
し
て
思
え
ば
貴
重
な
体
験
が

で
き
た
の
に
時
間
が
な
く
残
念
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
一
八
三
五
年
か
ら
一
九
七
三
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
深
さ

七
〇
〇
ｍ
に
達
す
る
地
下
坑
道
の
見
学
コ
ー
ス
に
案
内
さ
れ
た
が
、
時
間

の
制
約
も
あ
り
、
み
る
限
り
で
は
展
示
物
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
鉱
山
に
比
べ

見
劣
り
す
る
印
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、ア
ン
ゼ
ル
ム
炭
鉱
／
博
物
館
は
、

地
下
坑
道
の
見
学
コ
ー
ス
、野
外
の
鉱
石
搬
送
用
の
軌
道
機
関
車
や
鉱
車
、

二
〇
世
紀
初
頭
の
堅
坑
櫓
や
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
室
・
機
械
室
・
ボ
イ
ラ
ー
室

等
の
美
し
い
建
築
群
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
形
で
保
存
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
炭
鉱
建
築
物
を
活
用
し
た
炭
鉱
の
歴
史
や
プ
ロ
セ
ス
の
展
示
室
、
お

よ
び
貴
重
な
炭
鉱
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
博
物
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
さ
ら
に
は

観
光
客
や
子
供
も
楽
し
め
る
よ
う
遊
技
場
や
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
も
備
え
ら

れ
て
お
り
、
炭
鉱
遺
産
を
保
存
・
再
利
活
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
炭
鉱
に
関

す
る
大
規
模
な
一
種
の
〝
テ
ー
マ
パ
ー
ク
〟
と
な
っ
て
い
た
。

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
に
は
こ
れ
ら
四
つ
の
炭
鉱
遺
産
以
外
に
も
、
一
〇
余
り

の
堅
坑
櫓
を
含
む
炭
鉱
建
築
、
炭
鉱
設
備
や
機
器
な
ど
を
、
ほ
ぼ
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
形
で
保
存
し
た
約
二
〇
余
り
の
炭
鉱
遺
産
が
、

文
化
遺
産
�
登
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
〇
世
紀
前
半
の
鉱
山
機
械
や
設
備
の
多
く
が
、

社
会
主
義
体
制
の
下
で
も
長
く
維
持
・
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
裏
返
し
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写真８ 炭鉱建築物を活用したアンゼルム博物館（左上）と館内のレスキュー

隊員の慰安室（左下）、レスキュー隊の機器と装備（右、上下）



で
も
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
石
炭
枯
渇
や
一
九
八
九
年
の
ビ
ロ
ー

ド
革
命
に
よ
る
市
場
経
済
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
の
波
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
炭
鉱
が
急
速
に
競
争
力
を
失
い
閉
山
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
も
あ

る
。五

ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
／
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所

の
複
合
体
︵
c
o
m
p
le
x
︶
と
そ
の
�
工
業
町
�

九
月
九
日
︵
水
︶、
私
た
ち
は
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
に
お
け
る
最
も
重
要
な

産
業
遺
産
で
あ
る
ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
／
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
複

合
体
︵
c
o
m
p
le
x
︶
お
よ
び
同
製
鉄
所
が
作
っ
た
周
辺
地
域
の


工
業
町
�

で
あ
る


ニ
ュ
ー
・
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
�
を
見
学
し
た
。
朝
出
発
し

た
私
た
ち
は
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
中
心
地
に
あ
る
ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
／

ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
を
バ
ス
の
車
窓
か
ら
眺
め
︵
写
真
９
︶、
そ

の
規
模
の
大
き
さ
に
驚
き
つ
つ
、
ま
ず
隣
接
す
る
ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
に
到
着

し
た
。

⑴
ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
／
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
複
合
体

１
．
ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
：
ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
は
、
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ

製
鉄
所
と
直
結
し
、
炭
鉱
と
製
鉄
所
を
結
合
し
た
複
合
体
を
構
成
す
る
ユ

ニ
ー
ク
な
産
業
遺
産
で
あ
る
。
一
八
五
二
年
に
サ
ロ
モ
ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル

ト
が
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
に
直
接
石
炭
を
供
給
す
る
た
め
に
隣

接
地
に
設
立
し
た
製
鉄
所
・
炭
鉱
で
あ
る
。
一
八
五
〇
年
代
に
換
気
棟
や

巻
き
上
げ
機
棟
が
完
成
し
、
一
八
九
五
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ
ス
チ
ャ

イ
ル
ド
財
閥
の


ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
鉱
山
・
製
鉄
会
社
︵
V
H
H
T
︶�

に
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
後
、一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
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写真９ バスの車窓から見たハルビナ炭鉱／ヴィートコヴィッツ製鉄所の複合体の遠景

（左）、ホームページでの遠景および夜間のライト・アップ写真（右・上下）



浴
槽
室
・
組
合
室
、
堅
坑
櫓
や
巻
き
上
げ
機
棟
な
ど
の
炭
鉱
建
築
物
が
建

ら
れ
、
一
部
は
壊
さ
れ
た
も
の
の
そ
の
多
く
が
残
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年

の
閉
山
後
、
地
下
坑
道
は
埋
め
ら
れ
た
が
、
建
造
物
や
機
械
は
保
存
さ
れ
、

二
〇
〇
二
年
に


国
家
文
化
遺
産
�
登
録
さ
れ
た
。

私
た
ち
は
修
復
中
の
エ
ン
ジ
ン
棟
や
石
炭
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
洗
浄
施
設

な
ど
を
見
学
し
た
が
︵
写
真

︶、
閉
山
し
て
一
〇
数
年
し
か
過
ぎ
て
い
な

10

い
の
に
建
造
物
の
老
朽
化
と
痛
み
は
激
し
く
、
か
つ
て
は
多
く
の
労
働
者

た
ち
の
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
荒
廃
し
た
炭
鉱
跡
を
目
の

前
に
し
て
、

石
炭
と
鉄
の
街
�
と
し
て
繁
栄
を
謳
歌
し
た
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ

の
衰
退
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
思
い
が
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
炭

鉱
施
設
を
破
壊
す
る
の
で
は
な
く
産
業
遺
産
と
し
て
保
存
・
活
用
し
よ
う

と
す
る
チ
ェ
コ
共
和
国
に
お
け
る
産
業
遺
産
の
保
存
活
動
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
に
は
、
た
だ
た
だ
敬
服
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
修
復
作
業
が
完
成

し
た
後
に
は
、
堅
坑
棟
、
エ
ン
ジ
ン
室
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、
管
理
棟
な
ど
の

炭
鉱
産
業
遺
産
は
、
見
学
者
用
に
一
般
公
開
︵
二
〇
一
〇
年
か
ら
実
施
︶

さ
れ
、
ま
た
エ
ン
ジ
ン
室
や
バ
ス
ル
ー
ム
は
多
様
な
社
会
・
文
化
用
施
設

と
し
て
活
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
遺
産
の
見
学
を
終
え
、
今
回
の
視
察
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で

あ
る
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
へ
。
製
鉄
所
に
入
っ
た
第
一
印
象

は
、

な
に
こ
れ
？

ど
う
す
る
の
こ
れ
を
？
�
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
延
々
と
続
く
錆
び
た
パ
イ
プ
に
巨
大
な
溶
鉱
炉
、
コ
ー
ク
ス

施
設
、
機
械
室
、
ガ
ス
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
な
る
巨
大
な
建
造
物
群
の
廃
墟

と
も
言
う
べ
き
コ
ー
ク
ス
施
設
・
製
鉄
所
の
遺
構
が
あ
っ
た
。︵
写
真

︶
11

２
．
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
：
既
に
み
た
よ
う
に
、
一
八
二

八
年
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学
教
授
リ
ー
ペ
ル
が
、
豊
か
な
石
炭
鉱
脈
や
鉄
鉱
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写真10 ハルビナ炭鉱の堅坑櫓（左上）と1940年の電気巻き上げ機（左下）、
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石
に
近
く
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
川
の
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
恵
ま
れ
た
ヴ
ィ
ー

ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
村
に
計
画
し
一
八
三
〇
年
に
操
業
を
始
め
た
ヴ
ィ
ー
ト
コ

ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
︵
当
初
は
建
設
を
命
じ
た
オ
ロ
モ
ウ
ツ
の
大
司
教
ル
ド

ル
フ
の
名
を
と
り
ル
ド
ル
フ
製
鉄
所
︶
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
最
初
の
銑

鉄
を
生
産
す
る
パ
ド
ル
炉
で
あ
り
、
ま
た
一
八
三
六
年
に
は
最
初
の
コ
ー

ク
ス
炉
も
操
業
を
始
め
た
。
ル
ド
ル
フ
大
司
教
の
死
後
、
一
八
四
三
年
に

製
鉄
所
の
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
は
、

製
鉄
所
に
で
き
る
だ
け
近
い
場
所
で
石
炭
の
産
出
︵
抽
出
︶
を
行
な
う
た

め
に
、
一
八
五
二
年
に
ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
を
設
立
し
、
石
炭
の
産
出
、
コ
ー

ク
ス
生
産
を
経
て
、
製
鉄
生
産
で
の
コ
ー
ク
ス
使
用
ま
で
の
技
術
的
な
流

れ
を
直
接
結
合
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
石
炭
・
コ
ー
ク
ス
・
製
鉄
を
直
接
結
合

す
る
複
合
体
を
形
成
し
た
。
一
八
七
三
年
の


ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
鉱

山
・
製
鉄
会
社
�
の
設
立
に
よ
り
、
石
炭
・
製
鉄
の
自
己
完
結
的
な
結
合

企
業︵
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
︶あ
る
い
は
混
合
企
業
を
確
立
し
た
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
技
術
的
に
は
、
技
術
者
で
あ
り
経
営
者
で
あ
っ
た
ク
ー
ペ
ル

ヴ
ィ
ー
ゼ
ア
ー
︵
K
u
p
e
llw
ie
se
r︶
の
下
で
ラ
ン
グ
・
フ
レ
イ
︵
L
a
n
g
-

F
re
y
︶
法
︵
一
八
六
一
年
︶、
ベ
ッ
セ
マ
ー
︵
B
e
sse
m
e
r︶
法
︵
一
八
六

六
年
︶、
ト
ー
マ
ス
︵
T
h
o
m
a
s︶
転
炉
︵
一
八
七
九
年
︶
な
ど
を
導
入
、

さ
ら
に
一
九
〇
七
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
の
シ
ュ
テ
フ
ァ
ー
︵
S
te
f-

e
r︶
圧
延
機
や
一
九
一
〇
年
代
以
降
に
マ
ン
ネ
ス
マ
ン
式
︵
M
a
n
n
s
e
-

m
a
n
n
︶
圧
延
機
な
ど
最
新
の
技
術
導
入
を
図
り
、
銑
鉄
・
製
鋼
・
圧
延
ま

で
の
一
貫
体
制
を
構
築
し
、
二
〇
世
紀
中
頃
に
は
中
欧
最
大
の
石
炭
・
製

鉄
の
複
合
体
と
な
っ
た
。

一
九
三
八
年
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
・

チ
ェ

コ
�
保
護
領
下
の
も
と
で
、
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
は
、
一
時
、
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写真11 ヴィートコヴィッツ製鉄所の溶鉱炉と多目的ホールへの修復中のガスタンク



ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
占
領
下
に
置
か
れ
た
。
戦
後
は
社
会
主
義
政
権
に
よ

り
接
収
さ
れ
国
有
企
業
の
一
部
と
な
り
、
一
時
は


共
和
国
の
鉄
の
心
臓
�

と
ま
で
呼
ば
れ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
生
産
を
続
け
る
こ
と
が
困

難
と
な
り
、
一
九
九
七
年
に
操
業
を
停
止
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
ハ
ル

ビ
ナ
炭
鉱
お
よ
び
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
は
、
ヴ
ィ
ー
ト
コ

ヴ
ィ
ッ
ツ
・
マ
シ
ン
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
国
営
を
継
承
し
た
国
家
企
業
Ｄ
Ｉ

Ａ
Ｍ
Ｏ
︵
ウ
ラ
ニ
ー
ム
の
開
発
︶
の
共
同
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
／
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
に
は
、
一
九
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
の
堅
坑
櫓
や
巻
き
上
げ
棟
な
ど
の
建
造
物
、
石
炭
処
理
設

備
、
コ
ー
ク
ス
施
設
や
溶
鉱
炉
が
残
さ
れ
て
い
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
一

九
世
紀
末
に
形
成
さ
れ
た
石
炭
産
出
か
ら
コ
ー
ク
ス
生
産
、
鉄
生
産
ま
で

の
技
術
的
な
流
れ
を
直
接
結
合
す
る
と
い
う
炭
鉱
・
コ
ー
ク
ス
・
高
炉
の

ユ
ニ
ー
ク
な
複
合
体
と
い
う
点
に
あ
る
。
一
九
九
七
年
ま
で
続
い
た
炭

鉱
、
コ
ー
ク
ス
設
備
・
高
炉
な
ど
の
設
備
や
建
造
物
を
保
存
・
修
復
す
る

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
事
務
所
の
展
示
場
・
ホ
ー
ル
へ
の
転
用
、
ガ
ス
タ

ン
ク
の
多
目
的
ホ
ー
ル
へ
の
再
利
用
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
設
備
の
老
朽
化
は
著
し
く
、

建
築
物
や
設
備
の
修
復
や
補
修
に
多
大
の
費
用
を
要
す
る
だ
け
で
な
く
構

内
通
行
の
安
全
面
な
ど
の
課
題
も
多
い
よ
う
に
思
え
た
。
朽
ち
果
て
た
建

築
物
、
巨
大
な
溶
鉱
炉
や
コ
ー
ク
ス
設
備
、
錆
び
た
パ
イ
プ
、
使
わ
れ
な

く
な
り
保
存
さ
れ
た
巨
大
な
機
械
類
を
み
て
い
る
と
、
ほ
ん
の
一
〇
数
年

前
ま
で
操
業
し
て
い
た
時
代
に
、
働
い
て
い
た
何
千
人
も
の
人
々
は
、
今

は
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
ふ
と
思
い
、
時
代
の
変
化
の
激
し
さ
、

厳
し
さ
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

私
た
ち
は
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
ロ
ス
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写真12 ヴィートコヴィッツ製鉄所に保存されている巨大な機械類



チ
ャ
イ
ル
ド
家
の


帝
国
ス
タ
イ
ル
�
の
邸
宅
敷
地
内
の
展
示
場
で
、
ハ

ル
ビ
ナ
炭
鉱
／
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
産
業
遺
産
の
保
存
計
画

を
説
明
さ
れ
、
正
直
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
た
︵
写
真

︶。
実
際
、
二
〇
一
〇
年
に
は
溶
鉱
炉
や
コ
ー
ク
ス
施
設
の
一
般
公
開

13が
実
施
さ
れ
、
ま
た
改
修
さ
れ
た
工
場
跡
で
は
シ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
な
ん
で
シ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
わ
ざ
わ

ざ
工
場
跡
で
開
催
す
る
の
か
と
も
思
う
が
、
や
は
り
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ

ツ
製
鉄
所
は
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
景
観
に
お
け
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
︵
夜
間
に

は
ラ
イ
ト
・
ア
ッ
プ
も
︶
で
あ
り
、
地
域
社
会
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世

紀
に
か
け
て
の
大
規
模
な
製
鉄
所
の
産
業
遺
産
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
も
世
界
遺
産
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ル
ク
リ
ン
ゲ
ン
製
鉄
所
︵
V
ó
lk
-

lin
g
e
n
Iro
n
w
o
rk
s︶
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
例
が
な
く
、
日
本
で
は
と
う

て
い
真
似
の
出
来
な
い
壮
大
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
よ
う
に
思
え
た
。
こ
う
し

た
製
鉄
所
の
よ
う
な
重
工
業
の
産
業
遺
産
は
ど
の
よ
う
に
保
存
さ
れ
る
べ

き
な
の
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
ハ
ル
ビ
ナ
炭
鉱
／
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
は
、
石
炭
・
製

鉄
業
に
関
連
し
た
技
術
的
・
産
業
的
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、

二
〇
〇
二
年
に
は


国
家
文
化
遺
産
�︵
二
〇
〇
八
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

化
遺
産
︶
登
録
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
に
お
け
る
炭
鉱
・

製
鉄
所
の
産
業
遺
産
を
中
心
と
す
る
都
市
景
観
は
、
チ
ェ
コ
共
和
国
だ
け

で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
産
業
革
命
の
伝
播
と
い
う
国
際
的
な
点

か
ら
も
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
文
化
遺
産
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
登

録
へ
の
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

⑵
�
ニ
ュ
ー
・
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
�
の
�
工
業
町
�：
ヴ
ィ
ー
ト
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写真13 ロスチャイルド家のI帝国スタイルJの邸宅（左上）と敷地内の展示
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コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
は
、
一
八
三
〇
年
代
か
ら
労
働
者
住
宅
、
工
場
学
校
、

診
療
所
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
建
設
を
進
め
た
。
さ
ら
に
一
八
七
〇
年
代
か
ら

第
一
次
世
界
大
戦
に
か
け
て
製
鉄
所
の
発
展
と
と
も
に
従
来
の
場
所
と
は

離
れ
た
地
域
に
、
学
校
︵
保
育
園
、
幼
稚
園
、
公
立
学
校
、
工
業
学
校
︶、

病
院
、
私
立
救
済
院
︵
現
在
は
、
老
人
ホ
ー
ム
︶、
市
役
所
︵
公
会
堂
︶、
給

水
塔
兼
用
の
教
会
、
大
商
店
舗
、
体
育
館
、
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
、
イ
ン

ド
ア
プ
ー
ル
な
ど
を
建
設
し
、
新
た
な


工
業
町
�
で
あ
る


ニ
ュ
ー
・

ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
�
を
形
成
し
た
。
こ
こ
に
は
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
多
く
の
移
民
も
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
市
民
生
活
や
独
自
の
文

化
が
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

工
業
町
�
と
言
っ
て
も
、
一
九
〇
二
年

に
有
名
な
建
築
家
に
よ
り
建
造
さ
れ
た
タ
ウ
ン
・
ホ
ー
ル
を
中
心
に
四
角

の
公
園
の
対
面
に
は
、
一
八
八
三
年
建
造
の
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
聖
ポ
ー

ル
教
会
︵
給
水
塔
兼
用
︶
や
牧
師
館
が
建
ら
れ
、
さ
ら
に
周
囲
を
一
九
世

紀
末
に
建
築
さ
れ
た
工
場
ホ
テ
ル
、
英
国
式
住
居
、
Ｕ
型
の
平
屋
な
ど
の

建
築
物
が
取
り
囲
み
、
ま
た
、
少
し
離
れ
た
場
所
に
は
、
独
特
の
切
り
妻

型
の
屋
根
を
し
た
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
の
労
働
者
住
宅
が
残
さ

れ
て
お
り
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の


工
業
町
�

の
姿
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
た
︵
写
真

︶。

14

⑶
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
ス
ヴ
ィ
ノ
フ
駅
：
こ
の
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
ス
ヴ
ィ

ノ
フ
駅
は
、
一
八
四
七
年
に
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
駅
の
一
部
に
は
当
時
の
も
の
が
残
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
一
八
七
〇
年
代
に
駅
の
両
サ
イ
ド
が
拡
張
さ
れ
、
さ

ら
に
一
八
九
〇
年
代
に
は
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
調
に
拡
張
さ
れ
た
建
築
物
で
あ

る
。
一
九
五
〇
年
に
は
建
築
物
の
老
朽
化
に
よ
り
取
り
壊
し
計
画
が
政
治

家
な
ど
に
よ
り
出
さ
れ
た
が
、
一
九
世
紀
の
建
築
物
の
文
化
遺
産
を
示
す
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写真14 工業町Iニュー・ヴィートコヴィッツJのタウン・ホール（左上）と給水

塔兼用聖ポール教会（左下）、労働者の個人住宅と集合住宅（右、上下）



も
の
と
し
て
、
一
九
世
紀
末
を
代
表
す
る
建
築
物
の
外
観
と
今
日
の
近
代

的
な
建
築
と
の
対
比
を
強
調
的
し
て
新
・
旧
駅
を
併
設
す
る
コ
ン
セ
プ
ト

で
再
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
二
〇
〇
七
年
の



再
建
築
賞
�
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
近
代
的
な
新
駅
が
、
旧
駅
の

良
さ
を
覆
い
隠
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
も
っ
た
。
産
業
遺
産
の
建
築
物

の
保
存
と
現
代
の
日
常
生
活
で
の
公
共
的
な
駅
の
機
能
を
ど
う
マ
ッ
チ
さ

せ
て
い
く
か
難
し
い
問
題
を
感
じ
た
︵
写
真

︶。

15

オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
ス
ヴ
ィ
ノ
フ
駅
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
経
て
ド
イ
ツ
の

ド
レ
ス
デ
ン
ま
で
の
約
九
時
間
の
帰
路
で
感
じ
た
チ
ェ
コ
共
和
国
お
け
る

ポ
ス
ト
・
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ア
ー
の
印
象
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
時
代
の
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
に
お
け

る
石
炭
・
製
鉄
業
を
中
心
と
し
た
重
工
業
に
関
わ
る
産
業
遺
産
の
視
察
で

あ
っ
た
が
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
に
始
ま
り
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
で
終

わ
っ
た
と
い
う
感
想
を
も
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家

が
設
立
し
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
の
鉱
山
鉄
道
に

始
ま
り
、
同
鉄
道
会
社
を
通
し
て
所
有
し
た
鉱
山
︵
ミ
ヒ
ァ
エ
ル
炭
鉱
、

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
炭
鉱
︶
さ
ら
に
は


ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
鉱
山
・
製

鉄
会
社
�︵
V
H
H
T
︶
の
傘
下
に
あ
っ
た
ア
ン
ゼ
ル
ム
炭
鉱
お
よ
び
ハ
ル

ビ
ナ
炭
鉱
／
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
と
そ
の


工
業
町
�、
そ
し
て

最
後
に
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
会
社
時
代
の
駅
で
終
わ
る

と
い
う
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
の
二
〇
年
代
に
か
け
て
オ
ー
ス

ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
最
大
の
銀
行
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
財
閥
に
関
係
し
た
鉄
道
・
炭
鉱
・
製
鉄
業
の
重
工
業
に
お
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け
る
企
業
グ
ル
ー
プ
＝
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
、
い
わ
ば


金
融
資
本
(４
)

�
に
関
係

す
る
産
業
遺
産
の
視
察
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
産
業
遺
産
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
登
録
に
影
響
力
を
も
つ

T
IC
C
IH
を
意
識
し
た
視
察
と
い
う
印
象
を
も
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
ト
コ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
石
炭
・
製
鉄
業
の
産
業
・
技
術
的
な
複
合
体
は
、
す
で
に
チ
ェ

コ
共
和
国
文
化
省
に
よ
り


国
家
文
化
遺
産
�︵
二
〇
〇
八
年
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
遺
産
︶
に
登
録
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
炭
鉱
遺
産
の
み
な
ら

ず
化
学
、
電
気
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
品
・
飲
料
、
鉄
道
駅
な
ど
の
産
業
遺

産
の
多
く
が
、

文
化
遺
産
�登
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ

の
産
業
遺
産
は
、
中
欧
最
大
の
石
炭
・
製
鉄
所
の
複
合
体
で
あ
る
ヴ
ィ
ー

ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
化
学
、
電
気
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
重
工
業
さ
ら
に
鉄
道
輸
送
、
居
住
地
域
を
含
む
社
会
的
構
造
に
関
わ
る

景
観
を
、
国
家
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
保
存
活
動
を
進
め
て
い
る
。
オ
ス

ト
ラ
ヴ
ァ
に
は
、
中
欧
最
大
の
炭
鉱
・
製
鉄
業
の
産
業
集
積
を
基
盤
と
し

た
鉱
工
業
の
景
観
が
都
市
全
体
に
残
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で

の
産
業
革
命
の
伝
播
を
示
す
技
術
的
・
産
業
的
の
み
な
ら
ず
二
〇
世
紀
の



金
融
資
本
�
に
関
わ
る
歴
史
的
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
文
化
遺
産
と

し
て
も
意
義
あ
る
も
の
と
思
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
一
九
世
紀
末
か

ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
重
工
業
の
産
業
遺
産
を
保
存
し
、

世
界
遺
産
�

登
録
を
通
し
て
、

産
業
観
光
�
に
活
用
し
、

観
光
業
�
の
育
成
を
図
り
急

速
に
衰
退
す
る
都
市
・
地
域
の
再
生
を
指
そ
う
と
す
る
壮
大
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
あ
り
、
実
験
の
よ
う
に
思
え
る
。

第
三
は
、
産
業
遺
産
の
保
存
や
再
利
用
に
関
わ
っ
て
、
社
会
主
義
体
制

と
は
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
ふ
と
感
じ
た
。
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
は
多

く
の
産
業
遺
産
が
残
さ
れ
街
全
体
が
い
わ
ば


産
業
遺
産
の
宝
庫
�
の
よ

う
な
工
業
都
市
で
あ
り
、
こ
れ
を


産
業
観
光
�
に
活
用
し


観
光
業
�

の
育
成
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
八
九
年
の


ビ

ロ
ー
ド
革
命
�
以
降
に
お
け
る
経
済
の
自
由
化
、
欧
米
資
本
の
進
出
に
よ

る
社
会
主
義
体
制
下
で
の
企
業
の
競
争
力
の
脆
弱
性
や
産
業
・
雇
用
の
喪

失
に
よ
る
都
市
の
衰
退
が
一
挙
に
露
呈
し
た
こ
と
に
あ
る
。
オ
ス
ト
ラ

ヴ
ァ
で
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
お
け
る
石
炭
と
製
鉄
の
技
術
的
機
械

や
設
備
、
建
築
物
が
ほ
ぼ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
形
の
産
業
・
文
化
遺
産
と
し
て

多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
社
会
主
義
体
制
で

も
そ
れ
ら
の
設
備
や
技
術
が
長
く
、
し
か
も
大
規
模
に
使
用
さ
れ
、
そ
の

結
果
、

石
炭
と
鉄
の
街
�
と
し
て
の
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

︵
景
観
︶
と
環
境
に
、
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い

わ
ば
社
会
主
義
の
負
の
遺
産
と
で
も
言
え
る
。

同
時
に
、
産
業
遺
産
の
保
存
と
い
う
面
で
は
、
社
会
主
義
体
制
は
、
皮

肉
に
も
幸
い
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、
社
会

主
義
体
制
下
に
お
け
る
遺
産
保
護
の
継
承
に
培
わ
れ
て
き
た
か
ら
可
能
と

な
っ
た
と
言
え
る
。

チ
ェ
コ
�
の
産
業
遺
産
の
保
存
活
動
は
、
古
く
は
一

九
五
八
年
の
法
律
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た


国
家
遺
産
保
存
・
保
全
局
�

︵
N
a
tio
n
a
l
In
stitu
te
o
f
H
e
rita
g
e
P
re
se
rv
a
tio
n
a
n
d
C
o
n
-

se
rv
a
tio
n
︶
に
始
ま
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
地
方

組
織
が
、
鉱
山
を
含
む
建
築
物
や
技
術
の
遺
産
に
つ
い
て
体
系
的
で
初
め

て
の
調
査
を
行
な
い
、
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
ブ
ル
ノ
工
科
大
学
に

よ
っ
て
重
要
な
産
業
の
建
築
や
技
術
に
関
す
る
調
査
が
継
続
さ
れ
た
。
一

九
八
七
年
の
国
家
遺
跡
法
に
従
っ
て
文
化
省
の
下
で
産
業
遺
産
の
保
存
を

専
門
的
調
査
・
研
究
す
る
機
関
で
あ
る
国
家
遺
産
局
へ
と
発
展
し
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
産
業
・
文
化
遺
産
に
対
す
る
地
道
な
活
動
が
現
在
に
引
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き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

石
炭
と
鉄
の
街
�
と
し
て
発
展
し

て
き
た
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
都
市
景
観
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
ハ
ル
ビ
ナ

炭
鉱
／
ヴ
ィ
ー
ト
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
製
鉄
所
を
中
心
と
す
る
産
業
遺
産
を
保
存

し
、
活
用
し
て
地
域
社
会
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
み
た
い
と
い
う

強
い
郷
土
へ
の
愛
着
が
根
底
に
は
流
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

と
も
あ
れ
、
T
IC
C
IH
2009
の
ポ
ス
ト
・
コ
ン
グ
レ
ス
・
ツ
ア
ー
は
、

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
の
重
工
業
に
お
け
る
産
業
遺
産
の
保
存
・
再
利

活
用
の
仕
方
、
工
業
都
市
・
地
域
の
衰
退
と
そ
の
再
生
、
さ
ら
に


産
業

観
光
�
の
在
り
方
を
、
ま
た
社
会
主
義
体
制
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
と
考
え
ら
さ
せ
ら
れ
る
視
察
で
あ
っ
た
。

注︵
１
︶
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
の
産
業
遺
産
に
関
し
て
は
、
当
日
配
布
さ
れ
た
資

料
の
他
、

チ
ェ
コ
共
和
国
�
に
つ
い
て
は
、
薩
摩
秀
登
�
物
語
チ
ェ

コ
の
歴
史

森
と
高
原
と
古
城
の
歴
史
!
中
公
新
書
、
二
〇
〇
六
年
、

薩
摩
秀
登
編
著
�
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
知
る
た
め
の
五
六
章

︵
第
二
版
︶
!
明
石
書
店
、
二
〇
〇
九
年
を
、
ま
た
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
に
つ
い
て
は
、
倉
田
稔
�
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
歴
史
物
語
!
一
九
九

四
年
、
エ
ー
リ
ヒ
・
ツ
ェ
ル
ナ
ー
︵
リ
ン
ツ
ビ
ヒ
ラ
裕
美
訳
︶�
オ
ー

ス
ト
リ
ア
史
!
二
〇
〇
〇
年
を
参
照
し
た
。

︵
２
︶
中
木
康
夫
�
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
︱
世
界
を
動
か
し
た
金
融
王
国
!

一
九
八
〇
年
、
誠
文
堂
新
光
社
、
Ｆ
・
モ
ー
ト
ン
︵
高
原
富
保
訳
︶

�
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
王
国
!
一
九
七
五
年
、
新
潮
選
書
を
参
照
し
た
。

個
人
金
融
業
者
で
あ
っ
た
ロ
ス
チ
ャ
ル
ド
家
は
、
一
九
世
紀
末
か

ら
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
で
産
業
会
社
の
金
融
業
務
や
海
外
で
の
石
油
・

貴
金
属
等
へ
の
投
資
銀
行
へ
と
変
容
し
、
国
際
金
融
グ
ル
ー
プ
へ
と

発
展
す
る
。
パ
リ
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
は


爆
薬
製
造
王
�
ノ
ー

ベ
ル
財
閥
︵
か
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
設
立
者
︶
に
資
金
援
助
し
、
ロ
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
＝
ノ
ー
ベ
ル
・
グ
ル
ー
プ
を
成
立
さ
せ
ロ
シ
ア
の
バ

ク
ー
油
田
を
足
場
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
銀
行
と
協
力

し
て
ア
メ
リ
カ
の
石
油
王
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
一
族
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
・
オ
イ
ル
に
対
抗
し
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
を
創
設
す
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
現
在
で
も
、
ロ
ン
ド
ン
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

家
は
、
金
融
街
シ
テ
ィ
で
影
響
力
を
持
つ
銀
行
・
保
険
会
社
で
あ
り

軍
需
、
紅
茶
、
南
ア
フ
リ
カ
で
の
金
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
鉱
山
会
社
な

ど
を
傘
下
に
お
さ
め
る
金
融
グ
ル
ー
プ
を
、
ま
た
、
パ
リ
の
ロ
ス
チ
ャ

イ
ル
ド
家
は
、
石
油
・
貴
金
属
・
鉱
山
、
鉄
鋼
・
軽
金
属
、
電
機
・
自

動
車
、
原
子
力
か
ら
金
融
・
保
険
、
不
動
産
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
子
会

社
を
設
立
し
国
際
的
な
金
融
資
本
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。

︵
３
︶
石
炭
／
製
鉄
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
︵
採
炭
か
ら
コ
ー
ク
ス
生
産
さ

ら
に
は
製
鉄
生
産
ま
で
を
同
一
場
所
で
結
合
、
い
わ
ゆ
る
炭
坑
・
製

鉄
結
合
さ
ら
に
製
鋼
・
圧
延
ま
で
の
銑
鋼
一
貫
体
制
の
混
合
企
業
あ

る
い
は
結
合
企
業
︵
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
︶
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ

の
ヤ
イ
デ
ル
ス
︵
長
坂
聰
訳
︶
�
ド
イ
ツ
大
銀
行
の
産
業
支
配
!︵
一

九
〇
五
年
︶、
日
本
で
も
大
野
英
二
�
ド
イ
ツ
金
融
資
本
成
立
史
論
!

︵
有
斐
閣
、
一
九
五
六
年
︶、
戸
原
四
郎
�
ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
成
立

過
程
!︵
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
︶
な
ど
の
研
究
書
が
あ
る
。

︵
４
︶
製
鉄
業
に
象
徴
さ
れ
る
結
合
企
業
や
混
合
企
業
な
ど
生
産
の
集
積

を
特
徴
す
る
産
業
と
大
銀
行
と
の
利
害
関
係
に
注
目
し
、
二
〇
世
紀

に
お
け
る
新
し
い
支
配
資
本
、
金
融
資
本
を
最
初
に
論
じ
た
古
典
は
、
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ウ
ィ
ー
ン
生
れ
の
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
�
金
融
資
本
論
!︵
一
九
〇
九

年
︶
で
あ
り
、
そ
の
後
ロ
シ
ア
の
レ
ー
ニ
ン
�
帝
国
主
義
論
!︵
一
九

一
七
年
︶
が
あ
る
。
こ
の
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け

て
の
資
本
主
義
の
独
占
段
階
へ
の
転
換
な
ど
の
新
た
な
歴
史
的
発
展

に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ホ
ブ
ソ
ン
�
帝
国
主
義
論
!︵
一
九
〇
二

年
︶
や
ア
メ
リ
カ
の
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
�
企
業
の
論
理
!︵
一
九
〇
四
年
︶

や
ウ
ィ
ー
ン
大
学
出
身
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
�
経
済
発
展
の
理
論
!

︵
一
九
一
一
年
︶
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
的
視
点
か
ら
問
題
提
起
を

行
な
っ
て
お
り
、
現
在
社
会
を
理
解
す
る
上
で
は
、
こ
れ
ら
の
古
典

を
読
む
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
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